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(57)【要約】
受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法にお
いて、受け部材の基板の物理的特性及び印刷プロセスの
特徴に基づいて、カスタムカラープロファイルのデータ
ベースが構築される。クラスター化されたカスタムプロ
ファイルからの受け部材の基板についての物理的特性に
基づいて、ユニバーサルカラープロファイルの集合が決
定される。ユニバーサルカラープロファイルの集合から
目的の受け部材の基板に１つのユニバーサルカラープロ
ファイルが割り当てられる。その後、割り当てられた１
つのユニバーサルカラープロファイルを用いてマルチカ
ラートナー画像を形成するように受け部材の基板におけ
る異なる画素位置に種々の色の組み合わせを形成するト
ナー顔料の少なくとも３つの異なる色のトナーにより、
マルチカラートナー画像が受け部材の基板に形成される
。客観的フィードバック又は主観的フィードバックに基
づいて、選択された１つのユニバーサルカラープロファ
イルが修正される又は異なるユニバーサルカラープロフ
ァイルが選択される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法であって：
　受け部材の基板の物理的特性及び印刷プロセスの特徴に基づいて、カスタムカラープロ
ファイルのデータベースを構築する段階；
　クラスター化されたカスタムプロファイルからの受け部材の基板についての物理的特性
に基づいて、ユニバーサルカラープロファイルの集合を決定する段階；
　前記のユニバーサルカラープロファイルの集合から目的の受け部材の基板に１つのユニ
バーサルカラープロファイルを割り当てる段階；
　前記割り当てられた１つのユニバーサルカラープロファイルを用いてマルチカラートナ
ー画像を形成するように前記受け部材の基板における異なる画素位置に種々の色の組み合
わせを形成するトナー顔料の少なくとも３つの異なる色のトナーにより前記受け部材の基
板に前記マルチカラートナー画像を形成する段階；
　前記形成されたマルチカラートナー画像に関して客観的フィードバック又は主観的フィ
ードバックを与える段階；並びに
　客観的フィードバック又は主観的フィードバックに基づいて、前記１つのユニバーサル
カラープロファイルを修正する、又は異なるユニバーサルカラープロファイルを選択する
段階；
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法であって、前記客
観的フィードバックは色測定に基づく、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法であって、前記客
観的フィードバックの色測定は限定された数のカラーパッチからの色測定である、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法であって、前記主
観的フィードバックは視覚的評価に基づく、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法であって、前記主
観的フィードバックの視覚的評価は、異なるユニバーサルプロファイルを用いて形成され
る、及びユーザの好みを決定するユーザにより評価されるカラーパッチを有する、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の受け部材の基板にマルチカラー画像を形成する方法であって、前記客
観的フィードバックの色測定は、限定された数のカラーパッチからの色測定であり、前記
主観的フィードバックの視覚的評価は、異なるユニバーサルプロファイルを用いて形成さ
れ、ユーザの好みを決定するユーザにより評価されるカラーパッチを有する、方法。
【請求項７】
　受け部材の基板にマルチカラー画像を形成するカラープロファイルを得る方法であって
：
　受け部材の基板の物理的特性及び印刷プロセスの特徴に基づいて、カスタムカラープロ
ファイルのデータベースを構築する段階；
　前記のユニバーサルカラープロファイルの集合から目的の受け部材の基板に１つのユニ
バーサルカラープロファイルを割り当てる段階；並びに
　前記受け部材の基板における異なる画素位置において種々の色の組み合わせを形成する
トナー顔料の少なくとも３つの異なる色のトナーにより、前記受け部材の基板におけるマ
ルチカラートナー画像から得られた客観的フィードバック又は主観的フィードバックに基
づいて、前記１つのユニバーサルカラープロファイルを修正する段階；
　を有する方法。
【発明の詳細な説明】



(3) JP 2010-524045 A 2010.7.15

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は色再現に関し、特に、カラートナー画像が、カラー静電写真プリンタであって
、各々の既知の受け部材基板に対してユニバーサルプロファイルを割り当てるようにユニ
バーサルプロファイル及び方法を設定する受け部材に堆積される、カラー静電写真プリン
タに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、イーストマンコダック社（米国ニューヨーク州ロチェスター市）製のＮｅｘｔ
Ｐｒｅｓｓ　２１００プリンタ等の既知の種類のディジタル静電写真モジュラプリント装
置において、複数のカラートナー画像が、タンデムに配置された複数のカラーイメージン
グモジュールに順次に形成され、それらの複数のトナー画像は、それらのモジュールを通
って移動する搬送ウェブに接着された受け部材に対して成功裏に静電気的に転写される。
この種の市販されている印刷装置は、典型的には、個別の色分離トナー画像の受け部材に
対する転写のためにそれぞれの色印刷モジュールにおいて中間転写部材を用いる。勿論、
他の静電写真プリンタにおいては、各々の色分離トナー画像が、受け部材に対して直接、
転写されることが可能である。
【０００３】
　３つ、４つ又はそれ以上のカラー能力を有するディジタル静電写真プリンタは、透明ト
ナーを堆積するために付加的なトナー堆積アセンブリを備えることも可能である。カラー
印刷に透明トナーのオーバーコートを与えることは、指紋から印刷を保護し、特定の視覚
的アーティファクトを低減するために好ましい。しかしながら、透明トナーのオーバーコ
ートはコストを高くし、印刷の色域を減少させる可能性がある。それ故、透明トナーのオ
ーバーコートが全体の印刷に対して適用するか否かをオペレータ又はユーザが決定するこ
とは望ましいことである。１９９３年８月１０日に公開された、Ｙｅｅ　Ｓ．Ｎｇによる
米国特許第５，２３４，７８３号明細書においては、透明トナーのユニバーサル層を備え
ることに代えて、トナースタックの高さと反比例して変化する層が、トナースタックの高
さの確立に対する妥協方法として、用いられることが可能である。既知であるように、そ
れぞれのカラートナーは、受け部材におけるそれぞれの位置において次から次へと堆積さ
れ、それぞれのカラートナースタックの高さは、各々のそれぞれの色のトナーの寄与の合
計であり、より一様の又はより均一の光沢を有する印刷を与える。２００５年２月２２日
に公開されたＹｅｅ　Ｓ．Ｎｇ等による米国特許出願公開第１１／０６２，９７２号明細
書においては、受け部材上に支持されたマルチカラー画像を有する印刷を形成する方法で
あって、マルチカラー画像が、マルチカラートナー画像を形成するように受け部材上の異
なる複数の画素位置における種々の色の組み合わせを形成するトナー顔料の少なくとも３
つの異なる色のトナーにより受け部材上に形成され、マルチカラートナー画像上に透明ト
ナーのオーバーコートを形成し、その透明トナーのオーバーコートは反転マスクとして堆
積され、マルチカラートナー画像及び透明トナーのオーバーコートを形成するトナーを少
なくとも付加するように、受け部材にマルチカラートナー画像及び透明トナーのオーバー
コートを前融着し、透明トナーのオーバーコート及びマルチカラートナー画像を、画像に
対して改善された色域及び光沢を与えるようにベルトフューザを用いて加熱及び加圧する
ようにする、方法について開示されている。反転マスク、前融着条件及びベルトフューザ
設定点は、色域を最大化する受け部材の種類に基づいて最適化されることが可能である。
【０００４】
　現在のディジタル印刷装置のＩＣＣワークフローにおいては、選択されたプリンタプロ
ファイルは、ディジタルソース文書の実際の演色性に対して重要である。ディジタル印刷
システムにおける基板に関連するＩＣＣプロファイルは、採用される印刷処理及びその基
板の物理的性質により制御される。例えば、同じ基板においては、インクベースの印刷処
理の特徴に比べてトナーベースの印刷処理における特徴が得られる。更に、静電印刷処理
においては、例えば、融着温度、融着圧力等のフューザのパラメータの制御は、印刷可能
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な色域に影響する。それ故、カスタムＩＣＣプロファイルとして知られている、基板に特
有のプリンタのＩＣＣプロファイルにおいては、各々の基板における正確な色再現性が必
要である。カスタムプロファイル方法は、高い色精度を要求するジョブのために重要であ
り、全ての基板についての大変大きな利用可能性は、カスタムプロファイルデータベース
を維持するロジスティック課題をもたらし、用いられる特定の基板についての適切なＩＣ
Ｃプロファイルの位置付けに関してユーザ間で混乱をもたらす可能性がある。各々の基板
についてのカスタムＩＣＣプロファイルの数は、異なるハーフトーン及び色剤の組み合わ
せも色再現性に影響するとき、更に増加する。更に、採用された複数の色剤の印刷処理及
び／又は物理／スペクトル特性に関する何らかの修正は、全ての予めもたらされたプリン
タのＩＣＣプロファイルを精度の低いものにする又は更に時代遅れのものにする。しかし
ながら、そのような色域における重大な変化のために、新しいカラープロファイルが、好
ましい印刷カラーを得るように各々の受け部材が用いられるように構築される必要がある
。
【０００５】
　上記の処理に基づいて用いられる各々の受け部材の基板についてカラープロファイルを
再構成することはコストが高い方法である。従って、全ての受け部材についてカラープロ
ファイルを再構築する必要がなく、改善された色域及び光沢を伴って、用いられる受け部
材について適度な色精度を与える受け部材特性に基づいて少数のユニバーサルカラープロ
ファイルを用いることが可能である方法及び装置を提供することは好ましいことである。
基板に特有のプリンタＩＣＣプロファイルの増え続けるサイズを抑える現用のプラクティ
スは、上記のカスタムプロファイル方法に比べて精度が低い、基板の物理特性に従ってユ
ニバーサルＩＣＣプロファイルの集合を採用している。受け部材の基板は、一般に、コー
ティングを有する／コーティングを有さない、光沢を有する／艶消しを有するものとして
特徴付けられる。再現されたカラーを測定することなく、基板の物理特性のみに依存する
１つの基板にユニバーサルＩＣＣプロファイルを与える場合、この技術は、印刷処理の修
正をうまく処理することはできない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第５，２３４，７８３号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第１１／０６２，９７２号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明により、主観的評価又は客観的色測定を介して静的ユニバーサルプリンタＩＣＣ
プロファイルの集合及びフィードバック情報を組み合わせた特定の受け部材の基板につい
てのユニバーサルプリンタＩＣＣプロファイル選択技術が提供される。静的ユニバーサル
プリンタＩＣＣプロファイルの集合は、カスタムＩＣＣプロファイルと各々の関連ユニバ
ーサルプロファイルパラダイムとの間の全体的なエラーが最小化されるように、ユニバー
サルプロファイルパラダイムの所定数に全ての基板について有効なカスタムＩＣＣプロフ
ァイルをクラスター化することにより得られる。即ち、得られたユニバーサルプリンタＩ
ＣＣプロファイルの集合は、カスタムＩＣＣプロファイルの全体的な集合の性能に近い最
適な選択である。所定の集合からの目的の受け部材の基板への１つのユニバーサルＩＣＣ
プロファイルの割り当ては、視覚的評価又は客観的な色測定からのフィードバック情報に
基づき、種々の画像を含む試験スイート及びグラフィクス若しくはカラーパッチの集合が
目的基板に印刷される。目的受け部材基板の物理的特性及び印刷処理の設定による色再現
性への相乗効果が、印刷される主観的目的又は客観的目的物に関して具現化される。主観
的試験スイート（ｓｕｉｔｅ）が、主観的ユニバーサルプロファイル選択方法により、全
ての又は選択された所定のユニバーサルＩＣＣプロファイルを介して対象基板に印刷され
る。ユーザ（例えば、顧客）は、印刷を評価し、試験スイートの最も好ましい実現を特定
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する。関連ユニバーサルＩＣＣプロファイルプログラムは、その場合、そのような基板に
ついてのユニバーサルＩＣＣプロファイルとして選択される。他方、限られた数のカラー
パッチを有する客観的対象が測色装置により印刷され、測定される。そのカラーパッチ数
は、カスタムＩＣＣプリンタプロファイルを生成するのに必要なカラーパッチ数よりかな
り少なく、この少ないカラーパッチ数は、基板差に対する色変動のかなりの部分を占める
。ユニバーサルプロファイルパラダイム選択技術は、ユーザ介入なしに、対象受け部材基
板について１つのユニバーサルＩＣＣプロファイルを自動的に割り当てることができる。
【０００８】
　本発明の上記の及び他の特徴は、本発明の第１特徴において実現し、受け部材の特徴に
基づいてユニバーサルカラープロファイルの選択されたスイートを用いてマルチカラート
ナー画像を生成するように受け部材における複数の異なる画素位置に種々の色の組み合わ
せを形成するトナー顔料について少なくとも３つの異なる色のトナーにより受け部材にお
けるマルチカラー画像を形成し、受け部材にトナー画像を固定するようにベルトフューザ
を用いてマルチカラートナー画像及び透明トナーオーバーコートを融着し、客観的に又は
主観的に画像を評価し、その客観的又は主観的評価に基づいて、特徴に対する何らかの必
要な変化付けをする又は異なるユニバーサルカラープロファイルを選択する、方法が提供
される。
【０００９】
　下に記載している本発明の好適な実施形態の詳細説明においては、参照番号が添付図に
付けられ、それらの図においては、種々の構成要素の対応関係が示され、装置の方位が変
更されることが可能であることが理解できる。図を明確に理解するために、一部の要素が
省略され、種々の開示されている要素の示されている相対的比率は実際の比率を表してい
るとは限らず、それらの寸法の一部は選択的に誇張されている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】マルチカラーの印刷を生成するための、本発明に従って用いられることが可能
である５つの印刷アセンブリ又はモジュールを有するタンデム静電写真印刷エンジン又は
プリンタ装置の模式図である。
【図１Ｂ】マルチカラーの印刷を生成するように、本発明に従って用いられることが可能
である印刷アセンブリ又はモジュールを有するプリンタ装置の模式図である。
【図２】更なる詳細を示す図１Ａの印刷エンジン装置で用いられる代表の印刷アセンブリ
又はモジュールの模式図である。
【図３】本発明に従った、受け部材基板にマルチカラー画像を形成するためのカラープロ
ファイルの選択及び変更を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１Ａ及び１Ｂは、受け部材にマルチカラートナー画像を印刷するために適切である例
示としての静電写真印刷エンジン又はプリンタ装置の部分を模式的に示す側面図である。
本発明の一実施形態は、所謂、タンデム構成に構成された単色画像印刷アセンブリ又はモ
ジュールＭ１乃至Ｍ５を有する静電写真エンジンを用いる印刷に関するが、本発明におい
ては、３つ、４つ、５つ又は６つ以上のカラーが単独の受け部材において組み合わされる
ことが可能であることが意図されている。本発明は、形成された画像がまた、電子写真ラ
イタを用いて生成され、それ故、本発明の装置は、広義に、静電写真複写プリンタ装置と
呼ばれている。その広い解釈で、本発明においては、他の処理がマルチカラー画像を生成
するように用いられることが可能であることが意図されている。
【００１２】
　図１Ａにおいては、例示としての静電写真プリンタ装置１００は、複数のタンデム配置
静電写真画像形成モジュール又は印刷アセンブリＭ１、Ｍ２、Ｍ３、Ｍ４及びＭ５を有す
る。それらのモジュールＭ１乃至Ｍ４の各々は、それらのモジュールを通って成功裏に移
動される受け部材への転写のための単色トナー画像を生成する。モジュールＭ５は、下で
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詳細に説明するように、透明トナーのオーバーコートを備えるように用いられる。各々の
受け部材は、それら５つのモジュールにおける一回の通過の間に、透明トナーのオーバー
コートを有するマルチカラー画像を形成するように最大４つの単色トナー画像まで、位置
合わせして転写することが可能である。本明細書で用いられているように、用語“マルチ
カラー”は、受け部材において形成される画像において、受け部材における種々の位置で
、受け部材において他の色を形成するように組み合わされた複数の多原色の副集合の組み
合わせを有し、その多原色は、それらの複数の多原色の副集合の少なくとも一部における
プロセスカラーを形成するように関与することを意味する。特定の実施形態においては、
Ｍ１は黒色（Ｋ）トナー色分離画像を形成し、Ｍ２は黄色（Ｙ）トナー色分離画像を形成
し、Ｍ３はマゼンタ色（Ｍ）トナー色分離画像を形成し、そしてＭ４はシアン色（Ｃ）ト
ナー色分離画像を形成する。他の印刷アセンブリ又はモジュールは、受け部材における付
加的な色を形成するように透明トナー印刷アセンブリ又はモジュールの前に付加されるこ
とが可能である。従って、付加モジュールは、赤色、青色、緑色又は他の５番目の又はそ
れ以上の色分離画像の一の色分離画像を形成することが可能である。４原色、シアン色、
マゼンタ色、黄色及び黒色が、代表的なカラーのスペクトルを形成するようにそれらの副
集合の種々の組み合わせに組み合わされ、複数の色を形成するために用いられるプロセス
及び用いられる材料に依存してそれぞれの色域又は色範囲を有することが可能である。色
域を付加することに加えて、５番目の色はまた、例えば、専用のロゴを作成するために、
特定色トナー画像として用いられることが可能である。
【００１３】
　受け部材は、紙供給ユニット（図示せず）から供給され、それらのモジュールと通って
搬送される。受け部材は、ローラ１０２、１０３の周囲で排出されて、駆動されるエンド
レス搬送ウェブ１０１に付着される（例えば、好適には、結合されたタックダウンコロナ
放電を介して静電気的に）。代替として、例えば、グリッパとしてよく知られている機械
装置は、搬送ウェブ１０１に受け部材が付着するように用いられることが可能である。そ
れぞれのモジュール（Ｍ１乃至Ｍ５）の各々は、光導電性像形成ローラ、中間転写部材ソ
ー等及び転写バックアップローラを有する。従って、モジュールＭ１においては、黒色ト
ナー分離画像が、光導電性造形性ローラ１１１（ＰＣ１）において生成され、転写アセン
ブリを通って移動する受け部材（Ｒ（ｎ―１））に対して再び転写され、その転写アセン
ブリは、転写バックアップローラ１１３（ＴＲ１）により加圧ニップを形成する中間転写
部材１１２（ＩＴＭ１）を有する。同様に、モジュールＭ２、Ｍ３、Ｍ４及びＭ５はそれ
ぞれ、ＰＣ２、ＩＴＭ２、ＴＲ２（１２１、１２２、１２３）；、ＰＣ３、ＩＴＭ３、Ｔ
Ｒ３（１３１、１３２、１３３）；、ＰＣ４、ＩＴＭ４、ＴＲ４（１４１、１４２、１４
３）；及び、ＰＣ５、ＩＴＭ５、ＴＲ５（１５１、１５２、１５３）を有する。紙供給ユ
ニットから到達した受け部材Ｒｎは、第１モジュールＭ１の転写アセンブリへの後続のエ
ントリのためのローラ１０２全体を通るように示され、先行する受け部材Ｒ（ｎ－１）が
示されている。同様に、受け部材Ｒ（ｎ－２）、Ｒ（ｎ－３）、Ｒ（ｎ－４）及びＲ（ｎ

－５）が、モジュールＭ２、Ｍ３、Ｍ４及びＭ５の転写アセンブリのそれぞれを通って移
動するように示されている。受け部材Ｒ（ｎ－６）において形成された融着プリントは、
加熱及び／又は加圧することにより受け部材に対して融着プリントを融着するように、図
１Ｂに示しているフューザ６０の方に、図示しているように移動する。クリーニングウェ
ブ１０１についてのクリーニングアセンブリ（図示せず）が、典型的には、そのクリーニ
ングウェブを再使用することができるように備えられている。
【００１４】
　電源ユニット１０５は、転写バックアップローラＴＲ１、ＴＲ２、ＴＲ３、ＴＲ４及び
ＴＲ５のそれぞれに個別の転写電流を供給する。ロジック及び制御ユニット（ＬＣＵ）２
３０（図２を参照されたい）は１つ又はそれ以上のコンピュータを有し、プリンタ装置１
００に関連する種々のセンタからの信号に応答して、プリンタ装置の種々の成分及びプロ
セス制御パラメータを制御するようにそれぞれの成分に対してタイミング及び制御信号を
供給する。即ち、ＬＣＵ２３０はマイクロプロセッサと、ＬＣＵ２３０により実行可能で
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ある適切なテーブル及び制御ソフトウェアとを有する。制御ソフトウェアは、好適には、
ＬＣＵ２３０に関連するメモリに記憶される。プリンタ装置に関連するセンサは、プリン
タ装置のプロセス要素に関連するタイミング及び制御信号を生成する、又はそのタイミン
グ及び制御信号に対して応答する。それらのセンサに応答して、ＬＣＵ２３０は、プリン
タ装置１００の動作パラメータを調節する、又は、一般に、それらの動作パラメータをノ
ミナル化する及び／又は最適化する。
【００１５】
　カラー印刷モジュールＭ１乃至Ｍ５の代表的な一のカラー印刷モジュールが示されてい
る図２を参照するに、プリンタ装置１００の各々のカラー印刷モジュールは、それぞれの
単色調画像を生成する複数の静電写真画像形成サブシステムを有する。代表のモジュール
２００には、画像形成シリンダの形で示されている光導電性画像形成部材２０５の表面２
０６を均一に静電気的に帯電させる一次帯電サブシステム２１０と、それぞれの色に潜像
静電色スペクトル画像を形成するように光導電性画像形成部材２０５を露光することによ
り均一な静電エネルギーを画像様変調する露光サブシステムと、それぞれの色のトナーに
より画像様露光光導電性画像形成部材２０５の色調を変える現像サブシステム２２５と、
合成マルチカラー画像を形成するように重ね合わせてそれぞれの色調合わせされた色分離
画像２３８を受ける受け部材（第２転送ニップ２０２へのエントリに先行して示されてい
る受け部材２３６、及び色調合わせされた色分離画像の転写に後続して示されている受け
部材２３７）に、中間転写部材から第２転写ニップを介して、及び中間転写部材２１５の
表面２１６に対する転写ニップ２０１を介して光導電性画像形成部材２０５から、それぞ
れの色分離画像を転写するための中間転写部材２１５と、を有する。受け部材に対する転
写は、電源２４０からバックアップローラ２３５に供給される電場により影響される。印
刷アセンブリの第５モジュールＭ５は、選択された特定の色を有する同様の種類のトナー
を有することが可能である又は欠けている顔料（透明トナー）であることが可能であるこ
とを除いて、他のモジュールと実質的に同等である。
【００１６】
　それぞれの色分離画像の転写、それぞれの印刷サブシステム又はモジュールの各々から
の転写、及び、例えば、受け部材に対して色分離画像により形成されたマルチカラー画像
に対する透明トナーオーバーコートの転写に後続して、そのような受け部材は、受け部材
にマルチカラートナー及び透明トナーオーバーコート“画像”を融着する又は少なくとも
加えるように、融着サブシステムの方に進められる。制御のために備えられる付加装置、
例えば、均一な静電荷を測定する計器２１１、及び表面２０６上の非画像領域にときどき
形成される潜像パッチのパッチ領域内のポスト露光表面電位を測定する計器２１２が、種
々のモジュール要素の周囲に備えられることが可能である。プリンタ装置に関する更なる
詳細については、２００３年８月１９日に公開された、Ｐｅｔｅｒ　Ｓ．Ａｌｅｘａｎｄ
ｒｏｖｉｃｈ等による米国特許第６，６０８，６４１号明細書にも記載されている。
【００１７】
　プリンタ装置に関連する種々のセンサからの入力信号を受け入れ、チャージャ２１０、
露光サブシステム２２０（例えば、ＬＥＤライタ）及びそれらのモジュールの現像サブシ
ステム２２５に制御信号を送信する主ＬＣＵ２３０は複数の色印刷モジュールの各々に関
連付けられている。各々のモジュールはまた、プリンタ装置の主ＬＣＵ２３０に結合され
たそれぞれの制御器を有することが可能である。
【００１８】
　各々の受け部材に対する重ね合わせ関係における３色の、４色の又はそれ以上の色トナ
ー分離画像及び透明トナーオーバーコート画像の転写に後続して、受け部材は、その場合
、搬送ウェブ１０１（図１Ａを参照されたい）からデタックされ、受け部材に乾式トナー
画像を融着する又は固定するように融着アセンブリ６０に対して矢印Ｂ（図１Ｂ）で示す
方向に送られる。搬送ウェブ１０１は、その場合、２つの表面を清浄にして電荷を供給す
ることにより再使用のために再条件付けされ、そのことにより、搬送ウェブの対向する２
つの基板において電荷が中和される。
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【００１９】
　静電画像は、それぞれの露光サブシステム２２０により光導電性部材２０５を担持する
潜像に着色マーキング粒子を付けることにより現像され、その現像サブシステム２２５は
、ＳＰＤ（小粒子乾式）露光器を好適に用いる。複数の露光サブシステム２２５の各々は
、それぞれの潜像を現像するように、適切なそれぞれの電圧によりそれぞれ電気的にバイ
アスされ、その電圧は、１つの電源により又は個別の電源（図示せず）により供給される
ことが可能である。好適には、それぞれの現像器は、トナーマーキング粒子及び磁性担持
粒子を有する２つの構成要素を有する現像器である。各々の色の現像サブシステム２２５
は、色調合わせのためにそれぞれ関連付けられる着色トナーマーキング粒子の特定の色を
有する。従って、４つのモジュール、即ち、Ｍ１乃至Ｍ４の各々は、それぞれの光導電性
部材２０５に異なる色のマーキング粒子画像を生成する。代替として、現像器は単独構成
要素を有する現像器であることが可能である。カラートナーが湿式現像器に各々関連付け
られることが可能であることがまた、意図されている。下で更に詳述しているように、透
明トナー現像アセンブリは、着色トナーを堆積する他のモジュールの方式と同様の方式で
モジュールＭ５が動作するように、着色現像器アセンブリの１つについて置き換えられる
ことが可能であるが、透明トナーモジュールの現像アセンブリは、カラー現像アセンブリ
のトナーマーキング粒子と同様であるが、トナー内に組み込まれた着色材料なしで、それ
ぞれ関連付けられるトナー粒子を有する。
【００２０】
　図１Ｂを参照するに、トナー画像担持受け部材は、加熱及び／又は加圧によりそれぞれ
の受け部材にトナー粒子を固定する、又は少なくとも付着する融着アセンブリ６０に順次
搬送される。特に、融着アセンブリ６０は、加熱された融着ローラ６２及び対向する加圧
ローラ６４を有し、それらの間には融着ニップ６６を有する。融着アセンブリ６０はまた
、融着ローラ６２に剥離液、例えば、シリコーンオイルを付着させる、一般指定された剥
離液塗布サブアセンブリを有する。剥離液は、実質的にトナー粒子がフューザローラ６２
に付着しないようにする。
【００２１】
　融着画像（又は、少なくとも付着した画像）を担持する受け部材は、透明トナーオーバ
ーコートが供給されるようになっている場合に必要となる補助フューザ又は光沢アセンブ
リ等の何れかの適切な出力アセンブリへの経路に沿って融着アセンブリ６０から搬送され
る。
【００２２】
　上記のように、ディジタル印刷システム、例えば、プリンタ装置１００の現在のＩＣＣ
ワークフローを用いる場合、選択されたプリンタプロファイルは、ディジタルソース文書
の演色性に対して重要である。ディジタル印刷システムにおける受け部材の基板に関連す
るＩＣＣプロファイルは、採用された印刷プロセス及びその特定の基板の物理的特徴によ
り制御される。更に、静電写真印刷プロセスにおいては、フューザの制御パラメータ、例
えば、融着温度及び融着圧力は、印刷可能な色域にかなり影響する。従って、カスタムＩ
ＣＣプロファイルと呼ばれる受け部材の基板に特有のプリンタＩＣＣプロファイルが、各
々の選択された基板における適切な色再現性のために必要である。勿論、採用された色材
の印刷プロセス及び／又は物理特性／スペクトル特性の何らかの修正は、全ての予め生成
されたプリンタＩＣＣプロファイルに低い精度を与える又は時代遅れである。現行の粒子
は、上記のカスタムプロファイル方法に比べて精度が低い、基板の物理的特徴に従ったユ
ニバーサルＩＣＣプロファイルの集合を採用するようになっている。再現された色を測定
することなく、基板の物理的特徴のみに依存する１つの基板にユニバーサルＩＣＣプロフ
ァイルを与えるために、この技術は、印刷プロセスの何れかの修正について適切に適応す
ることができない。
【００２３】
　従来技術は、例えば、受け部材の基板の複数の寄与（例えば、基板の種類、重量等）の
集合に関連する一部のユーザ入力を提供してきたが、この技術は、用いられるようになっ
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な）なしに行われるものである。従って、個々のユーザの好み（主観的な）は“ユニバー
サル”人間のものとは異なる可能性があること、又は、一部の受け部材の基板の記述は、
用いられる適切なユニバーサルプロファイルを提示するには十分でないことが考慮されて
いない。このことは、基板の種類等は、基板の成分の詳細まで、例えば、どの材料又は繊
維が用いられているかまで調べず、それ故、例えば、フューザに対する関係における基板
材料／組成の相互作用は考慮されていない。このことは、色差をもたらすユニバーサルか
らのドットゲイン差をもたらす可能性があり、換言すれば、有効なユニバーサルプロファ
イルの最適な選択をもたらさない可能性がある。
【００２４】
　上記の問題を克服するために、４００個以上の基板に対して色の最小差を与える少数の
ユニバーサルプロファイルに分類された、４００個以上の基板についての構築されたプロ
ファイルを有するデータベースが与えられる。勿論、それらの４００個以上の基板は支持
されていて、複数のユニバーサルプロファイルのどの一のユニバーサルプロファイルをそ
れぞれの基板と共に用いるべきかを示すＬＵＴが成し遂げられる。しかしながら、新しい
基板（オリジナルの４００以上の基板以外の）を処理するために、基準からのドットゲイ
ン差等の同じ基板のタイプ（例えば、コーティングされた光沢）であるが基板の組成によ
りもたらされる潜在的な問題に対処するように主観的なユーザの好みのフィードバック及
び客観的な測定のフィードバックを含むことにより、新しい方法論が効果を現す。
【００２５】
　客観的な見通しにより、少数の重要な色（例えば、ドットゲイン差に対して最大の感度
を有する）が、選択された受け部材の基板を用いて印刷され、測定が行われる。特定のカ
ラープロファイルを構築するように、数百又は更に数千のパッチではなく、少数のパッチ
のみが測定されるため、時間は比較的短くなり、そのことは、生産性への最小の影響を有
するプリンタの較正／線形化手順に更に統合されることが可能である。現状の基板に特有
のＩＣＣプロファイルの全体的収集を解析することにより得られた重要な色の１つの集合
を次に示す。
【００２６】
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【表１】

　測定及び一般の基板の記述（例えば、従来技術で用いられている記述）により、より適
切なユニバーサルプロファイルが選択されることが可能である。客観的な測定は、複数（
例えば、７つ）のユニバーサルプロファイルを用いて選択された画像の集合を印刷する主
観的方法により更に補われることが可能であり、それ故、ユーザは、選択について彼等の
個人的な好みを用いることが可能である。
【００２７】
　４色印刷モジュール及びプリンタ装置１００の透明トナー印刷アセンブリＭ１乃至Ｍ５
を通る受け部材の基板の１パスにより、紙、プラスチック、コーティングされた金属又は
繊維材料であることが可能である、シートの形の受け部材の基板は、４色トナー分離画像
と、その４色トナー分離画像上に形成される透明なコーティングとを受ける。典型的には
、紙等の代表的な受け部材の基板の公称の融着のパラメータは、基板の厚さ及び／又は重
量と、製造時の光沢仕上げ又は艶消し仕上げ等の表面特性とに依存する。融着に後続して
、基板表面上に形成される画像は完成し、対向する面における他の画像の形成、複層の画
像形成を除いて、この受け部材の基板についての更なる処理は必要ない。
【００２８】
　ユニバーサル受け部材基板プリンタＩＣＣプロファイルによる数の減少を可能にするよ
うに、本発明により提供されるユニバーサル基板プリンタＩＣＣプロファイル選択技術は
、静的ユニバーサルプリンタＩＣＣプロファイルの集合と、主観的な評価又は客観的な色
測定によるフィードバック情報とを組み合わせる。図３に示すフロー図を参照するに、全
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ての受け部材の基板についての有効なカスタムＩＣＣプロファイルが収集され（ステップ
３１０）、カスタムＩＣＣプロファイルと各々の関連ユニバーサルプロファイルパラダイ
ムとの間の全体的なエラーが最小化されるように、所定数のユニバーサルプロファイルパ
ラダイムにクラスター化される（ステップ３１４）。即ち、ステップ３１４で得られたＩ
ＣＣプロファイルの集合は、目的の受け部材の基板についてのカスタムＩＣＣプロファイ
ルの全部の集合の性能を概算するための最適な選択である。所定の集合から目的の基板に
対して１つのユニバーサルＩＣＣプロファイルを割り当てることは、視覚的評価又は客観
的色測定からのフィードバック情報に基づき、種々の画像及びグラフィクスを含む試験ス
イート又は減少されたカラーパッチの集合が、目的の受け部材の基板に印刷される。視覚
的な（即ち、主観による）カラープロファイル選択又は客観的な色測定の技術は、ステッ
プ３１６においてユーザにより決定される。
【００２９】
　印刷プロセスの設定による色再現性及び目的の受け部材の基板の物理的特定の組み合わ
された効果は、目的の基板に印刷されるときに、選択された主観点目的又は客観的目的に
関して具現化される。主観的試験スイートは、主観的ユニバーサルプロファイル選択方法
により全ての処理のユニバーサルＩＣＣプロファイルを介して目的の基板に印刷される（
ステップ３１８）。ユーザ（即ち、顧客の観測者等）は印刷を評価し（ステップ３２０）
、そのようなユーザにより最も好まれる試験スイートの具現化を確認する（ステップ３２
２）。関連ユニバーサルＩＣＣプロファイルパラダイムが、その場合、特定の受け部材の
基板についてのユニバーサルＩＣＣプロファイルとして選択される（ステップ３２４）。
【００３０】
　他方、限定された数のカラーパッチを有する客観的目的について印刷され（ステップ３
２６）、その後、適切な測色装置により測定される。カラーパッチの数は、カスタムＩＣ
Ｃプロファイルの全部プリンタプロファイルを生成するために必要な数に比べてかなり少
なく、再現される客観的目的において、それらのカラーパッチは、基板差に関する色変動
の重要な部分を得る（ステップ３３０）必要がある。ユニバーサルプロファイルパラダイ
ム選択技術は、その場合、付加的なユーザ入力を伴わずに、目的の受け部材の基板につい
てのユニバーサルＩＣＣプロファイルを自動的に割り当てることができる。
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【図２】 【図３】
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